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去年の暮れ、突然 ドイツか らメールが入つた。

ドイツ語で 「耳Jを 意味す る言葉がそのまま名

字になったオール とい う昔の友人か らの rnI十 年
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11喜信果通の理 由がメールに して

はかな りの長文で記 されていた。大学に研究者

としてのこる撃み を捨てたのは結婚 して家庭 を

持ったか らであ り、力■ルスルーエ とい う南 ド

イツの町の都市計画担 当者 として働いていたが、

定年 を迎 え数年前か ら再びポンペイの古代建築

に関す る研究に戻 り、復帰後最初に発表 した論

文を送 りたいので私の住所が知 りたい とい う内

容だつた。

懐か しさが こみ上 |ザ て くると同時に、イ タ リ

ア留学 を終 えて東京大学文学部の助手に就職 し、

ポンベイの現地調査 を始 めた 44年 前のことが
久 しぶ りに蘇 って きた:ポ ンペイでの初めての
現地調査は戸惑 うことばか りだった。旅費以外

には作業員 を雇 う費用な ど全 く用意す ることが

できなかったが、調査対象の古代住宅を試掘す

る許可は下 りていたので何 として も実現 したか

つた。そんな とき、オール氏 と知 り合 うことが

できた。 とい うの もさまざまな国か らポンペイ
にやって くる研究者 たちの多 くはポンペイ遺跡

のす ぐ脇 にあるホテル を定宿 としてお り、私 も

オール氏 もその例にな らっていた。 日中はそれ

ぞれの研究テーマに沿つて 60ヘ クタールほ ど
の広いポンペイ A8_跡 に散 らばって しま うが、夕

方シャワーを浴びてか ら日没までの 2時 間ほ ど
は、中庭で ビールや フイ ンを飲みなが らお喋 り

をす るのが 日課になっていた。

日本の大学や学会では決 して耳にす ることの

できない貴重な話か らかな りくだけた裏話まで

がお喋 りの中で行 き交い、私のよ うな新参者 に

はすべてが興味深 い話ばか りであった。 日本 に

おけるギ リシア・ ローマ考古学の研究状況な ど

にも話がお よぶ と、全 くお寒 い状況でいかん と

もしがたい と答 えるしかなかった。その証拠 に、

こ うや つて現地調査に来ているのに作業員 を雇

う費用な ど大学は全 く援助 して くれない とつい

愚痴 をこぼ して しまった。そんな とき、数年前

か らポンペイに通 つているいわばポンペイ研究

者 としては先輩格 のオール氏が、明 日作業員の

主任 をつ とめる ミミ (ド メニコの略称 )を 紹介
して くれ るとい う。
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ぶ りかの知 らせである。メールはまず共通の友

人であるイタリアの考古学者から私のメールア

ドレスを知つたとい う前書きから始まった。そ
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半信半疑で ミミにあ うと、 50人 以上 もの作
業員を東ねているだけあっていかにも懐の深い

信頼のおける人物だつた。彼はポ ンペイ を研究

する学者であれば国籍や年齢をとやか く言 うこ

とはまったくなかった。 しかもポンベイ研究者

として初めての 日本人 とい うことでむ しろミミ

の方があれこれ と質問を浴びせてくるほどだつ

た。思いもよらないほどの長話になつた終わ り

ごろこちらの窮状を吐露すると、作業の段取 り

から作業員によつては 2～ 3時間、もしくは半
日非番になる者 も出るので、そんなとき私の現

場に派遣 しよう、ただ し、 2日 前 もしくは前 日
にならなければわからないからミミの事務所に

毎朝立ち寄るようにといわれた。現在のように

携帯電話がある訳ではないので、また、公衆電

話は私の現場から30分 ほど歩 く必要があつた
ので、遺跡が職員 と研究者のために開門する 8

時にミミのオフィスに寄るのが 日課 となった。

おかげで、毎 日作業員が来るとい うわけにはい

かなかつたが、許可を受けていた試掘をほぼ計

画 どお りにや り遂げることができた。 しかも、
毎朝私がオフィスに寄るので、作業員や遺跡の

職員たちとも顔見知 りになつた。 このことはポ

ンペイで研究調査を遂行する上でおおきな武器

になった。 とい うのもイタリアでは知 りあった

人 と言葉を交わ し日常の挨拶を交わすようにな

ると友人 として扱ってくれるようになるからで

ある。つまり遺跡に入 るのも、個々の古代住宅

を覗 く場合も友人 としての「顔パス」がきくよ

うになったからである。

オール氏 (本 当はファース トネームで呼び合

つているが)か らのメールで久 しぶ りに 40数
年前の様々な出来事を思い出すことができた。

第二次世界大戦で徹底的に破壊 されながら、ま

さに徹底的に復元されたことをオール氏がいつ

も自慢 していたカールスルーエ とい う町をこの

夏にでも訪れてみようかと思いつつある。

(朝 陽同窓会の ご協力を得て 「先輩か らの言葉」を掲

載 しています。)


